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（１）事業目的

一 般 国 道 ２ ４ ７ 号 西 知 多 道 路 の 全 体 位 置 図

－ １ －

１．事業概要

■一般国道２４７号西知多道路（東海ジャンクション）は、愛知県東海市新宝町から東海市東海町間に至る延長２．０ｋｍの道路です。

■西知多道路（東海ジャンクション）の整備により、国道２４７号の物流の安定性が確保され、自動車産業等、ものづくり産業の円

滑な企業活動を支援するとともに、信頼性の高い空港へのアクセス道路の代替性が確保され、交通渋滞の緩和やリニア中央

新幹線の開通などによる円滑なモビリティの確保、個性ある地域の形成による交通需要の増加にも対応します。

に し ち た し ん ぽ う ま ち と う か いと う か い と う か い ま ちと う か い

開通済 開通済高速道路 一般有料道路

開通済 事業中区間
一般国道

駅
ＪＲ線

市町村境

主要渋滞箇所 主要渋滞区間

沿線市町（東海市、知多市、常滑市）

＜凡例＞

主要地方道
開通済

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

開通済
一般県道

事業中区間



155

247

155

西知多道路 東海ジャンクション

延長2.0km

一般国道247号 西知多道路 延長18.5km

知多市

東海市

大府市

302

東海JCT

開通済 開通済高速道路 一般有料道路

開通済
一般国道

主要渋滞箇所 主要渋滞区間

＜凡例＞

主要地方道
開通済

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

開通済
一般県道

事業名
一般国道２４７号
西知多道路

（東海ジャンクション）

道路規格
本線：第２種第１級
ランプ：A規格

設計速度 ランプ：４０km/h又は５０km/h

車線数 ランプ：２車線

都市計画決定 平成２６年度

事業化 平成２８年度

計画交通量 １０，７００台/日

用地着手年度 令和元年度

工事着手年度 平成３０年度

延長 ２．０ｋｍ

前回の再評価
平成２８年度

新規事業採択時評価

全体事業費
５００億円

（２１５億円増）

－ ２ －

■一般国道２４７号西知多道路（東海ジャンクション）は、平成２８年度に事業化されています。

（２）計画概要

１．事業概要

標 準 断 面 図

凡 例
東海ジャンクション
整備箇所

市町村境

21.50

0.50 4.00 0.50

14.50

2.503.50 3.50 2.502.50

東海
ジャンクション部

1.25 3.50 3.50 3.50 3.50 1.25

新設
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２．評価の視点【（１）事業の必要性等に関する視点】

①国土・地域ネットワークの構築
■中部国際空港は、国内の国際空港で、唯一、アクセス道路（自専道）がダブルネットワーク化されていない状況。そのため、並
行する知多半島道路で事故等の通行支障が生じた場合、代替性機能が発揮されません。また、西知多道路現道には、津波浸
水想定区域等の課題があります。

■西知多道路の整備により、中部国際空港と伊勢湾岸自動車道を直結し、リニア中央新幹線（名古屋駅）とのアクセス性を高め、
知多半島道路とのダブルネットワークを形成することで、災害時等の輸送経路の強化が図られます。

○知多半島の道路ネットワーク

開通済

事業中区間
高速道路

開通済 一般有料道路

開通済

一般国道
事業中区間

市町村境

駅
ＪＲ線

＜凡例＞

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

駅

私鉄

リニア中央新幹線
（計画）

西
知
多
道
路

東
海
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

延
長
2.0

km

リニア中央新幹線

302

155

247

知多市

東海市 大府市

中部国際空港

常滑市

阿久比町

武豊町

名古屋市

155

名古屋駅

半田市

東浦町

知多半島道路の事故による通行止

○知多半島道路の事故による通行止及び渋滞状況

知多半島道路の事故による渋滞

出典：愛知県道路公社資料

○知多半島道路の通行止め状況 ○国道247号の津波浸水被害（想定）

－ ３ －

出典：愛知県津波浸水想定区域
（平成26年）

事
業
中
区
間(

愛
知
県
）

（日長IC）

（金沢IC）

（青海IC）

（多屋IC）

（常滑JCT）

247

247

国道247号
津波浸水想定
区域を通過



－ ４ －

２．評価の視点【 （１）事業の必要性等に関する視点】

②交通渋滞の緩和

■西知多産業道路は、交通量７．９万台/日を有することや、臨海工業地帯の物流交通と名古屋市内へ向かう生活交通が輻輳し

ているため、東海インター交差点に交通が集中しており、渋滞損失時間は中部地整管内のワースト４位となっています。

■西知多道路（東海ジャンクション）の整備により、東海インター交差点に集中する物流交通と生活交通を分離することで、渋滞
が緩和し、物流の効率化が期待されています。

至

名
古
屋
市
内

とうかい

東海市
ち た

知多市155

よこすか

横須賀IC

あらお

荒尾IC あさくら

朝倉IC

西知多産業道路
約７ｋｍの渋滞

対象区間（延長 2.0ｋｍ） おおたがわ

愛知県

臨海工業地帯

名古屋方面へ北上する生活交通

か け

加家IC

247

西知多産業道路

○西知多産業道路の渋滞状況

とうかい

東海JCT

開通済
高速道路

開通済
一般有料道路

開通済

一般国道

駅
JR 主要渋滞箇所

＜凡例＞

主要地方道
開通済

西知多道路

調査中区間対象区間

開通済
一般県道

市町村境名古屋方面向かう物流交通 名古屋方面向かう生活交通

至 三重県

2

駅
私鉄

東海IC交差点

とうかい

東海IC

渋滞②：国道302号
東海IC交差点

東海JCT 荒尾IC 加家IC

至

中
部
国
際
空
港

至

名
古
屋
市
内

至 三重

名
高
速

伊
勢
湾
岸

自
動
車
道

物流交通（高速道路）と生活交通（一般道路）を分離

国道247号への流入交通による渋滞の状況

○整備後の道路構造

150

200

250

300

350

0

200

250

300

350
損
失
時
間
（
人
・時
間
）

5 10

国道23号（名古屋市南区）

国道23号（四日市市）
国道23号（名古屋市緑区）

国道247号 国道1号（沼津市）

【中部地方整備局管内の渋滞損失時間（平日7時台：ﾜｰｽﾄ10）】

中部地方整備局管内国道平均：約15人・時間

至

名
古
屋
市
内

至

中
部
国
際
空
港

至 東京

至 三重

至 県道55号
（国道23号四日市方面
・名古屋港方面）

至 名高速
東海新宝入口

国道247号

伊
勢
湾
岸

自
動
車
道

伊
勢
湾
岸

自
動
車
道

■伊勢湾岸自動車道
⇔国道247号のアクセス状況
（東海インター交差点）

伊勢湾岸自動車道
（三重方面）

↓
国道247号

東海インター交差点先頭の渋
滞が料金所まで到達

（毎日約400ｍの渋滞）
東海インター
交差点

撮影方向

渋滞②

○東海インター交差点の渋滞状況

東海JCT

荒尾IC 加家IC

至

中
部
国
際
空
港

至

名
古
屋
市
内

至 三重

名
高
速

伊
勢
湾
岸

自
動
車
道

1

国道247号からの流出交通による渋滞の状況

至 中部国際空港

至 東海JCT

渋滞①：加家IC付近
■西知多産業道路
⇔国道247号のアクセス状況
（東海インター交差点）

西知多産業道路
（至 中部国際空港）

↓
国道２４７号

東海インター交差点先頭
の渋滞が料金所まで到達
（毎日約７kmの渋滞）

1

2

データ出典：H22損失時間ＤＢより
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リニア新幹線

開通済

事業中区間
高速道路

開通済 一般有料道路

開通済

一般国道
事業中区間

市町村境

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

駅
ＪＲ線

＜凡例＞

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

○鉄道・空港間の移動距離○中部国際空港へのアクセス交通手段

出典：平成２９年度航空旅客動態調査-集計結果-

（休日）（国土交通省 航空局）

自家用

車等

33.3%

貸切,観光   4.8%

直行   4.3%

     3.2%

高速   1.9%
    1.9%

路線   1.0%

私鉄

地下鉄

31.6%

有料特急

5.7%

不明

9.2%

船 1.2%
その他 1.2%
国際線 0.6%
未定 0.2%

自動車

交通

50%
鉄道

37%

その他

13%
自動車交通
による
端末交通が
50％

○中部国際空港～名古屋駅の利用経路

③円滑なモビリティの確保

■名古屋駅では、リニア中央新幹線開発が進んでおり、中部圏では、鉄道・港湾・空港アクセスの円滑化が課題となっています。

■中部国際空港への移動の約５割を自動車が占めており、拠点間を直線的に結ぶことで自動車の移動の円滑化が期待されます。

■西知多道路の整備により、アフターコロナの経済回復を見据えた円滑なモビリティを確保することが期待されます。

２．評価の視点【 （１）事業の必要性等に関する視点】

－ ５ －

駅

私鉄

リニア中央新幹線
（計画）

知多半島道路を
利用したルート
約４４km

西知多道路を
利用したルート
約３８km

６ｋｍの減少

西知多道路を

利用したルート

知多半島道路を

利用したルート

16分

1分

11分

55 

35 

60 

39 
34 

49 

25

35

45

55

65

知多半島道路 全線整備後 現況

（分）

○中部国際空港→名古屋駅の所要時間（西知多道路）

出典：ETC2.0プローブ情報（R1年平日（7時台）） 整備後の西知多道路は80km/hで走行

時間信頼性の向上

西知多道路
全線整備後

西知多道路
整備前



２．評価の視点【 （１）事業の必要性等に関する視点】

④個性ある地域の形成

■西知多道路沿線では、土地区画整理事業などの開発事業が進展しています。

■東海市においても、土地区画整理事業を進めており、産業系街区において、大型物流施設の立地が計画されています。

■西知多道路の整備により、更なる交通需要の増加に対応し、個性ある地域の形成を支援します。

－ ６ －
中部国際空港

E87

E87

E1A

155

247

155

302

西知多道路

東海ジャンクション

延長2.0km

○東海市内の開発状況（拡大①）○開発計画の分布

開通済 一般有料道路

開通済 一般国道

市町村境

駅
ＪＲ線

物流系

商業系

住居系

[各開発事業の用途]

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

開通済
主要地方道

開通済
一般県道

駅

私鉄

開通済

高速道路
事業中区間

拡大①

拡大②

太田川駅

至 東海JCT

至 中部国際空港

＜凡例＞

○常滑市内の開発状況（拡大②）

西知多道路沿線で
約１２４haの開発

が進行中
産業 商業

都市
基盤

東海太田川駅西土地区画整理事業
に大型物流施設が立地を計画

敷地面積（予定）：約7万1000m2
延床面積（予定）：約16万4000m2

出典：愛知県提供資料を一部加工

今後もさらに開発進展が想定

りんくう常滑駅

りんくうIC
りんくうビーチ

常滑駅

常滑市役所

：分譲中

：契約済

：事業中

出典：プロロジス提供

東海市 住居

常滑市



２．評価の視点【 （１）事業の必要性等に関する視点】
⑤ストック効果事例：災害時におけるエネルギー輸送の確保

■西知多産業道路沿線は、日常生活に必要なエネルギー供給企業が集積しています。

■B社の愛知製油所は、災害発生後24時間以内に石油製品の通常出荷量50％（タンクローリー約500台）を供給する計画

を持っています。

■西知多道路の整備により、災害時の迅速なエネルギー供給が期待されます。

－ ７ －

○災害時におけるエネルギー輸送

災害時の迅速かつ安定した
エネルギー供給が期待。

災害発生後、24時間以内に
通常出荷量の50％を供給。
（タンクローリー約500台）

B社
愛知製油所
（石油基地）

迅速・安定輸送

西知多道路整備

愛知県内の石油製品使用量の約半分を生産

B社 愛知製油所

開通済 一般有料道路

開通済 一般国道

市町村境

駅
ＪＲ線

事業中
区間

西知多道路

調査中区間
対象
区間

開通済
主要地方道

開通済
一般県道

駅

私鉄

開通済

高速道路
事業中区間

エネルギー・

石油関連企業

西知多道路

東海ジャンクション

延長2.0km

155

302

E87

E1A

155

＜凡例＞

【西知多道路沿線のｴﾈﾙｷﾞｰ供給地域 】

朝倉 IC

長浦 IC

：火力発電

：石油精製

：ガス供給

火力発電所
総出力 396万kW

東海三県の都市ガスの
８割以上を出荷

原油を精製。国内の約1/10

の車両用燃料を製造

A社

B社

C社

東海 JCT方面

西知多道路の整備



302

155

247

東海市

一般国道247号 西知多道路 延長18.5km

西知多道路 東海ジャンクション

延長2.0km 知多市

写真①
写真②

開通済 高速道路 開通済 一般有料道路 開通済 一般国道

主要渋滞箇所 主要渋滞区間

＜凡例＞

市町村境

西知多道路

調査区間
対象
区間

[ 工事進捗状況：写真①] 東海JCT付近の状況 荒尾IC方面を望む

Ｒ1.7撮影 R2.7撮影

R2.6撮影 R2.10撮影

[ 工事進捗状況：写真②] 荒尾IC付近の状況 名古屋方面を望む

事業の進捗の見込み状況

■東海ジャンクション間（延長２．０ｋｍ）については、早期開通に向け用地取得を推進するとともに、改良工事、橋梁下部工工事を

推進します。

３．事業の進捗及び見込みの視点

－ ８ －

開通済
主要地方道

開通済
一般県道

至

中
部
国
際
空
港

至

名
古
屋
市
内

一般国道２４７号西知多道路（東海JCT）の事業進捗状況

【用地取得率】
－％ ⇒ 約８６％

（Ｈ２８年度新規） ⇒ （令和元年度末）
【事業進捗率】

－％ ⇒ 約１０％
（Ｈ２８年度新規） ⇒ （令和元年度末）



■ 事業費増加の要因

①基準改訂による上部工構造物規模の拡大、②施工時の安全性確保のための下部工構造・施工方法の変更、

③基準改訂による基礎構造の見直し、④占用物件の影響による構造物形状の見直し、⑤橋梁下部工における施工方法の変更

・・・・・・合計２１５億円増額

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

事業費増額の要因 増額

①基準改訂による上部工構造物規模の拡大
・平成29年道路橋示方書改訂により、上部工（非合成桁）の設計において、設計プロセスの追加により、発生

応力が増加し、鋼重（断面）が増加した。
・重要物流道路の指定を受け、建築限界を確保するために桁高を抑えた上部工形式への見直しが必要となった。

８億円

②施工時の安全性確保のための下部工構造・施工方法の変更
・下部工の施工は、支保工を設置することで現道を供用させながらの施工計画としていた。
・H28新名神高速道路の橋桁落下事故を受け、支保工直下の道路は終日通行止めが必要となり、関係機関と調整の
結果、終日通行止めを回避するため、RC橋脚から鋼製橋脚への見直しが必要となった。

２３億円

③基準改訂による基礎構造の見直し
・最大周面摩擦力度の上限値低下に伴い、場所打ち杭の本数が増加した。
・基礎工規模の拡大により現道の交通確保ができない箇所は、終日通行止めとなる場所打ち杭から夜間1車線規制
のみで施工可能なケーソン基礎に変更が必要となった。

７２億円

④占用物件の影響による構造物形状の見直し
・占用物件を回避するために、基礎形式を場所打ち杭からケーソンへの見直しが必要となった。
・ケーソンに変更しても占用物件と干渉する箇所は、構造物形状をRC橋脚（単柱）から鋼製橋脚（門型）への見
直しが必要となった。

８３億円

⑤橋梁下部工における施工方法の変更
・橋梁基礎の場所打ち杭について、全周回転式オールケーシング工法への変更が必要となった。
・地質調査結果によりウォータージェット併用圧入工法から硬質地盤クリア工法に変更が必要となった。

２９億円

－ ９ －



＜変更＞

＜当初＞

重要物流道路に指定

E1A 伊勢湾岸自動車道

国道３０２号

国道３０２号

E1A 伊勢湾岸自動車道

① 基準改訂による上部工構造物規模の拡大 ：８億円

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

■上部工（非合成桁）の設計において、設計プロセスの追加により、発生応力が増加し、鋼重（断面）が増加した。 ４億円増額

■H31年の重要物流道路の指定を踏まえた建築限界確保のため、一部上部工の主桁、床板構造が変更となった。 ４億円増額

■上部工構造の設計プロセスの追加による断面増加

コンクリート断面は考慮せず
鋼桁断面のみで設計

上部工（鋼桁）の
鋼重（断面）増

＜H24道示＞

＜H29道示～＞

・伊勢湾岸道路、国道247号、国道302号が、重要物流道
路に指定(H31年4月)

⇒東海ＪＣＴ現道が指定され、また、高規格幹線道路の
伊勢湾岸自動車道へ接続するランプのため、指定され
ることを想定。

東海ＪＣＴ

鋼桁と床版の一体挙動を考慮する設計プロセス
の追加により、発生応力が増加

⇒上部工の鋼重増

■重要物流道路指定に伴う建築限界確保のため鋼床版への変更

箱桁（標準）＋RC床版(30cm)

箱桁（低桁）＋鋼床版(1.2ｃｍ)

（床板コンクリート）

上部工
（鋼桁）

床板コンクリート

上部工
（鋼桁）

【H24道示】

①設計上、床板と綱桁が別々
で挙動（合成効果無し）する
ものとして、鋼桁断面の設計

【H29道示】照査プロセス追加

①の設計に加え、
②床板と鋼桁が一体で挙動（合成
効果あり）する複合断面として、
鋼桁断面の設計

－ １０ －

桁高が低くなり断面力が低下

⇒桁高及び断面力確保のため、RC床版を鋼床版へ変更

：臨港地区
：重要物流道路
：代替路・補完路
：都市（市町村役場）
：防災拠点
：都市（地方中核都市等）
空港・港湾・鉄道貨物駅
（拠点空港、重要港湾、コンテナ取扱駅）

：物流拠点



② 施工時の安全性確保のための下部工構造・施工方法の変更 ：２３億円

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

■当初は支保工を設置し、現道を供用させながら施工する計画としていたが、 H２８年の新名神高速道路における架設中の橋桁
落下事故を受け、支保工直下の道路は梁施工完了まで終日通行止めが必要となり、関係機関との調整の結果、終日通行止め
を回避するためRC橋脚を鋼製橋脚に変更する必要が生じた。

昼間の片側２車線供用を確保するた
め、下部工構造・施工方法の見直しで
対応

◆事故による下部工計画の見直し 位置図

RC橋脚時の通行止め期間

：鋼製橋脚変更箇所

クレーン架設

当初（事故後）：RC橋脚 ⇒ 25日（終日）
変更：鋼製橋脚 ⇒ 2日（夜間）

◆下部工構造および施工方法の変更

[当初]RC橋脚+支保工架設

[変更]鋼製橋脚+クレーン架設

【事故前】
・支保工、型枠の設置・撤去時、1車線通行止め
【事故後】
・支保工、型枠の設置・撤去時、1車線通行止め
・道路上に支保工設置期間も1車線通行止め

＜当初：RC橋脚＞ 事故前 事故後

支保、型枠設置・撤去 2日 2日

鉄筋 0日 7日

コンクリート打設・養生 0日 16日

合計 2日(夜間) 25日(終日)
俯角影響線

クレーン架設
俯角影響線

事故後、通行止め 事故後、通行止め

通行止め期間：
1日（夜間）×2（両側）＝2日間（夜間）

＜変更後：鋼製橋脚＞ 片側当り

足場設置・撤去 0.25日（夜間）

鋼製橋脚架設 0.25日（夜間）

ボルト締め 0.25日（夜間）

合計 0.75日≒1日（夜間）

対象下部工数 当初（億円） 変更（億円） 増額（億円）

16基 10億 33億 23億

－ １１ －

Ｅランプ

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速道路

荒尾ＩＣ

東海ＪＣＴ

至 名古屋
至 常滑西知多道路

ロングランプ

県道長草東海線

P1 P2 P3 P4

PE1

PE2

PE3 PE4 PE5
PE6 PE7 PE8 PE9

PH

12

PH

13

PH

14

PH11PH10PH9PH8

PF3

PF2

PH7

PH6

PG4

PG3

PG2

Gランプ

Fランプ

Hランプ

荒尾高架橋OFFランプ

愛鋼跨道橋：2基

荒尾高架橋ONランプ

PH5

荒尾IC跨道橋：2基

PL1

PL2 PL3 PL4
AL1

PR1
PR2 AR1

P8L

PH4

PH3

PH2

PH1

P8RP7R

P7LP6L

P6RP5R

P5L

荒尾高架橋 料金所橋梁

西知多産業道路



＜H24道示＞ ＜H29道示～＞
上部工荷重増

③ 基準改訂による基礎構造の見直し ：７２億円

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

■当初の下部工規模においては、夜間１車線規制で施工可能な計画としていたが、Ｈ２９道路橋示方書改訂を受け、基礎杭本数
が増加したため、夜間施工時、全面通行止めが必要となった。

■関係機関との調整の結果、夜間施工時、全面通行止めを回避するため、ケーソン基礎に見直すこととなった。

基礎杭の本数増で、夜間施工時全面通行止めが発生

⇒「最大周面摩擦力度の適用できる上限値
の低下および上部工荷重増加に伴う

砂質土 粘性土

H24道示 5N （≦200） c又は10N （≦150）

H29道示 5N （≦120） c又は 5N （≦100）

◆H29道示による下部工規模の拡大

◆現道規制条件に伴う基礎工の変更

夜間全面通行止めを回避し
２車線確保可能

[当初]場所打ち杭 [変更]ケーソン基礎

出展：H24道示ⅣP395、H29道示ⅣP239

※N値：標準貫入試験で求められる地盤の強度

施工時夜間全止め

対象下部工数 当初（億円） 変更（億円） 増額（億円）

18基 21億 24億 3億

－１２ －

下部工拡大

位置図 ：基礎形式の変更箇所

対象下部工数 当初（億円） 変更（億円） 増額（億円）

19基 13億 82億 69億

基礎形式の変更

：下部工規模拡大箇所
Ｅランプ

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速道路

荒尾ＩＣ

東海ＪＣＴ

至 名古屋
至常滑

西知多道路
ロングランプ

県道長草東海線

P1 P2 P3 P4

PE1

PE2

PE3 PE4 PE5
PE6 PE7 PE8 PE9

PH

12

PH

13

PH

14

PH11PH10PH9PH8

PF3

PF2

PH7

PH6

PG4

PG3

PG2

Gランプ

Fランプ

Hランプ

荒尾高架橋OFFランプ

愛鋼跨道橋：2基

荒尾高架橋ONランプ

PH5

荒尾IC跨道橋：2基

PL1

PL2 PL3 PL4
AL1

PR1
PR2 AR1

P8L

PH4

PH3

PH2

PH1

P8RP7R

P7LP6L

P6RP5R

P5L

荒尾高架橋 料金所橋梁

西知多産業道路



Ｅランプ

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速道路

荒尾ＩＣ

東海ＪＣＴ

至名古屋 至常滑

西知多道路ロングランプ

県道長草東海線

P1 P2 P3 P4

PE1

PE2

PE3 PE4 PE5
PE6 PE7 PE8 PE9

PH11PH1PH9
PH8

PF3

PF2

PH7

PH6

PG4

PG3

PG2

Gランプ

Fランプ

Hランプ

荒尾高架橋OFFランプ

愛鋼跨道橋：2基

荒尾高架橋ONランプ

PH5

荒尾IC跨道橋：2基

PR2 AR1

PL2 PL3 PL4 AL1
PL1

PR1

P8L

PH4

PH3

PH2

PH1

P8RP7R

P7LP6L

P6RP5R

P5LPH

12

PH

13

PH

14

洞道、ガス導管が設置されている区間

④ 占用物件の影響による構造物形状の見直し ：８３億円

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

■占用物件（洞道）については、当初、事業者から提供された測量データをもとに、本事業の設計を実施していた。

■しかし、詳細設計を実施するにあたり、洞道構内における測量を行ったところ、事業者から提供された測量データと不一致があり、
橋梁下部工基礎と洞道が干渉することが判明した。そのため、基礎工構造及び下部工構造の見直しが必要となった。

【変更内容】

【対象箇所位置図】

※上記洞道は、新名古屋火力発電所、

知多第二火力発電所、西名古屋火力発電所を繋ぐ

送電用施設である。

洞道に干渉

当初想定位置

当初：単柱＋杭基礎 変更ケース②：門柱＋ケーソン基礎

対象
下部工数

当初 変更 増額

１０基 ７億円 ４２億円 ３５億円

■変更ケース①場所打ち杭→単柱ケーソン

■変更ケース②場所打ち杭→門型ケーソン

対象
下部工数

当初 変更 増額

４基 １１億円 ５９億円 ４８億円

変更ケース①：単柱＋ケーソン基礎

測量位置

門柱に変更した下部工

洞道（φ4500）

：対象下部工

P1 P2 P3 P4

単柱のまま、ケー
ソン基礎に変更
し、洞道を回避でき
るケース

単柱では、ケーソン
基礎でも洞道等を

回避できず、門柱
＋ケーソン基礎と
して回避可能となる
ケース

離隔確保OK

：当初
：測量後
：干渉する杭

基礎工の拡大

ガス導管（φ3000）

－ １３ －

占用物件

西知多産業道路



■橋梁下部工の杭施工のうち場所打ち杭については、一般的な工法として揺動式オールケーシング工法を採用していた。

■しかし、施工効率が低く周辺環境への騒音・振動等の影響が大きいことから、平成２８年以降、徐々に揺動式掘削機の市場性が
なくなり、全周回転式オールケーシング工法に変更を行った。※揺動式掘削機は、中部地整の積算基準からも廃止(H31)

■下部工基礎の仮設土留工では、ウォータージェット併用圧入工法を予定していたが、ジャストボーリングによりN値50以上の
固結シルト層や玉石の介在が確認されたため、適用可能な硬質地盤クリア工法へ変更する必要が生じた。

⑤ 橋梁下部工における施工方法の変更 ：２９億円

対象
下部工数

杭本数
当初
(揺動式)

変更
(全周回転式)

増額

１４基 １３８本 １４億円 ２４億円 １０億円

４．事業費の見直しについて：西知多道路（東海ジャンクション）

【対象箇所位置図：揺動式→全周回転式】 【変更内容】

：対象下部工

【対象箇所位置図：圧入工法→硬質地盤クリア工法】

：対象下部工

対象
下部工数

矢板枚数
当初

（ウォータージェット
併用圧入工法）

変更
(硬質地盤クリア工法)

増額

４３基 ４，３７３ ３億円 ２２億円 １９億円

揺動式から全周回転式に変更

ウォータージェット併用圧入工法→硬質地盤クリア工法

当初
揺動式

変更
全周回転式

ケーシング
チューブ

揺動装置

当初
ウォータージェット
併用圧入工法

変更
硬質地盤クリア工法

◆仮設土留工の施工工法の変更

玉石（約400mm）
の介在を確認

◆橋梁下部工の杭施工工法の変更

ケーシング
チューブ

回転式掘削機

高圧水力を噴出

－ １４ －

Ｅランプ

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速道路

荒尾ＩＣ 加家ＩＣ

新日鐵住金
(研修施設・グラウンド)
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○３便益による事業の投資効果

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費
【事業全体】

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 252 72 30 355 203 12 215 1.7

今回評価時 454 34 1.7 490 398 18 416 1.2

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「西知多道路」周辺の主要な幹線道路（延長約１，３８４ｋｍ）を対象として算出。
※２ 平成３０年２月に公表された平成２２年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR１２将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出した。
※３ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費を対象として算出した。
※４ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

【前回再評価時からの変更点】

１．将来ＯＤ表の変更（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が約１割減少

２．将来道路網条件の変更（Ｈ２７年度事業化済道路網→Ｒ元年度事業化済道路網）により、西知多道路(常滑JCT～日長）、新名神高速道路（６車線化）等が追加

３．費用便益分析マニュアルの改定（Ｈ２０マニュアル→Ｈ３０マニュアル）により、各便益の原単価を更新

４．総走行台キロの年次別伸び率の更新（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）

５．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２７年度→Ｒ２年度）

６．ＧＤＰデフレータの更新（Ｈ２７→Ｒ２）

７．国道２４７号西知多道路の事業費増（２１５億円増加）

【残事業】

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 ー ー ー ー ー ー ー ー

今回評価時 454 34 1.7 490 347 18 364 1.3

５．費用対効果分析

３便益による事業の投資効果

■費用便益分析（B/C）について

－ １５ －

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 1.1～1.3

事業費 ±10% 1.1～1.3

事業期間 ±20% 1.1～1.2

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 1.2～1.5

事業費 ±10% 1.2～1.5

事業期間 ±20% 1.2～1.4

＜感度分析結果＞



６．代替案立案等の可能性の視点

７．県・政令市への意見聴取結果

８．対応方針（原案）

■一般国道２４７号西知多道路（東海ジャンクション）は、地形、土地利用状況、高規格幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、ダブル

ネットワークの形成、交通渋滞の緩和、円滑なモビリティの確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題に大きな

変化が無いことから、現計画が最も適切であると考えます。

■愛知県の意見

「対応方針（原案）」に対して異議ありません。

一般国道２４７号西知多道路は、国際拠点空港の中部国際空港と伊勢湾岸自動車道を直結するとともに、名古屋高速道路を経由してリニア中央新

幹線の名古屋駅とを結び、知多半島道路と一体となってダブルネットワークを形成する国土強靱化に資する大変重要な道路です。

本事業区間（東海ジャンクション）周辺は、臨海工業地帯の物流交通と名古屋市内へ向かう通過交通が輻輳し、著しい渋滞が発生しており、本道路

が整備されることで、渋滞緩和や高速道路へのアクセス性向上により、定時性の確保、物流の効率化が図られます。

よって、対応方針（原案）のとおり事業継続し、一日も早く供用されることを求めます。

本県としても、本事業のストック効果が最大限に発揮されるよう、西知多道路 南部区間（日長IC（仮称）～常滑JCT（仮称））の整備を進めてまいりま

す。

なお、事業実施にあたりましては、全体の事業費が大幅に増となっていることから、一層のコスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努められ

るようお願いします。

■一般国道247号西知多道路（東海ジャンクション）の事業を継続する。

－ １６ －


